
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学業成績優秀者 34 名 

3 ヶ年皆勤・精勤者 27 名 

委員功労者 23 名 

生徒会活動功労者 13 名 

特別表彰(部活動上位大会出場者) 10 名 

日本私立中学高等学校連合会長賞 1 名 

奨学会長賞 1 名 

3 月 1 日(火)に高校卒業式、3 月 19 日(土)に中学卒業式が

行われました。2 年ぶりに保護者に参列頂いただく形で挙行

することが出来ました。 

高校 3 年生総計 306 名、中学 3 年生総計 157 名がそれぞ

れの進路に向け、胸を張って学び舎を巣立っていきました。 

 

  

東北学院中学校・高等学校だより 

LIFE LIGHT LOVE 
2022.3.29／vol.11 

東北学院中学校・高等学校 

の日々を紹介します。 

「LIFE LIGHT LOVE」は

「命・光・愛」を指す 

本校のスクールモットー 

です。 

 

学業成績優秀者 31 名 

3 ヶ年皆勤・精勤者 72 名 

月浦賞（学院中高６ヶ年皆勤者）16 名 

委員功労者 66 名 

生徒会活動功労者 24 名 

特別表彰(部活動上位大会出場者) 6 名 

キリスト教青年会功労者 1 名 

 

中学校卒業式 

高校卒業式 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～代表に選ばれた７名の研究テーマ～ 
研究テーマ / 名前 

・テレビゲームとその影響 / 大山航平 

・逆ＡＳＭＲと睡眠の関係 / 熊谷孝太郎 

・人間が感じる本当の幸せとは / 色川歩杜 

・色によって脳に与える効果 / 山下真翔 

・ギンヤンマの羽化時の高さと水深の関係 / 柴田明尚 

・映画やゲームにおける BGMの影響と感じ方 / 伊藤琉音 

・ディアンシーのように手の中でダイヤモンドを作るには？ / 遠藤真波 

 

 

2 月 25 日（金）に中学 3 年生の卒業研究発表会が行われました。 

4 月からテーマを決め、仮説を立て、研究を進めてきた成果を、7 名の生徒が代表として発表しました。 

自分自身の興味関心に基づいて内容が深められており、充実した発表会となりました。 

中学３年間の学びを糧に、今後の進路での活躍も期待しています！ 

 

 

リレーエッセイ ３L日記 

今月の聖句 3月  ヤコブの手紙 4章 10節 

主の前にへりくだりなさい。そうすれば、主があなたがた 

を高めてくださいます。 

 中学校卒業生 答辞  阿部 幹大 

                 （市名坂小学校出身） 

高校卒業生 総代 粕谷 優  

（東六番丁小・学院中出身） 

６年前にオープンスクールに参加 

した時、部活動がたくさんあって楽し 

そうだと感じ、受験しました。 

入部したソフトテニス部では、先輩 

方や同級生、顧問の先生方にも恵ま

れ、有意義に活動することができました。その甲斐あっ

て、県の優秀選手賞を授賞することが出来ました。   

私は、学校にいる間は何事もきちんとやることを心が

け、早朝に自習室で課題を済ませるなど時間を有効に使

い、無欠席で過ごしました。 

 進路先として工学部建築学科へ進みます。目指した理

由は、建築関連の仕事をしていた祖父が、自分の家を設

計したことがきっかけです。将来は、公共施設のプロジェ

クトに携わりたいと思っています。来年からは共学となりま

すので、更に明るい学校になることを期待しています。 

 

中学３年生 卒業研究 

 
 

              サッカーと勉強を両立させたい

という思いがあり、先輩から、学院

では文武両道が出来ると聞き、受

験しました。 

                 入学当初は男子だけの世界で個

性的な人が多く、そのギャップに驚きましたが、部活動

を中心として友情が育まれていったように感じます。ま

た、みんなをまとめる役が好きなので、サッカー部のキ

ャプテンを務めました。声が大きいという長所も役立て

られたので良かったです。 

 勉強面では、数学が得意で、特に答えに辿り着く過

程が好きです。  

今後は経営学を学びたいと考えています。小学校

のときはディズニーランドのキャストになりたかったよう

に、人が楽しめるものを作りたいです。来年度から共学

になりますが、今の生活からすると、共学の生活が想

像できません。それぞれの個性を大切にして、互いの

長所を伸ばす形で馴染んでいきながら、そこにうまく対

応できればと願います。 

 


